
 

 

請  願  文  書  表 

受 理 番 号 第 １ 号 

受理年月日 令和元年８月２２日 

件 名 
「『核兵器禁止条約の署名・批准を求める』意見書」を政府にあげる事の採

択を求める請願 

請願者の住所 

及 び 氏 名 

桐生市東７-３-２ 

平和のための戦争展実行委員会 実行委員長 小林 勝 

請願の要旨 

【請願趣旨】 

2017年７月７日に国連の会議で「核兵器禁止条約」が、国連加盟国のお

よそ３分の２に及ぶ、122ヶ国の賛成で採択された。 

これは人類史上初めて核兵器を禁止するための条約であり、核兵器その

他の核爆発装置を開発し、生産し、製造し、その他の方法によって取得し、

保有し又は貯蔵することも禁止する条約である。 

世界で唯一の戦争被爆国に住み、核兵器の禁止・廃絶を求める被爆者と

私たち日本国民の長年の悲願でもあった。 

採択後約２年余経ち、現在70ヶ国が署名し25ヶ国が批准した。 

この条約は、50番目の批准書、受諾書、承認書又は加入書が寄託された

後90日で効力を生ずるものとされており、すでに半数の国が批准している。 

私たちは毎年「平和のための戦争展」（今年で16年目）を開催し、平和と

核兵器禁止を市民の皆さんに訴えてきた。 

そして今年も「戦争展」で、参加者に『核兵器禁止条約に日本政府が参

加することに賛成ですか』というシールアンケートを実施した。その結果

は以下の通りである。 

シール投票参加者 103名 

賛成       103名 

わからない      0名 

反対        0名 

このことは市民の多数の方が、核兵器禁止条約に賛成し、日本政府にも

この条約に賛成・署名し国会での批准を求めていると確信している。 

桐生市議会では、「桐生市議会は、すべての国の核兵器に反対し、その速

やかな廃絶を求め、非核三原則を堅持し、人類の平和のための努力するこ

とを決意し、非核平和都市を宣言する。」との非核平和都市宣言を行ってい

る。 

この宣言の精神に則り、日本政府に対して「核兵器禁止条約」の署名・

批准を求める意見書を挙げていただくことを求めるものである。 

 

【請願事項】 

１．貴議会は、住民の生活と安全を守ることが地方自治の基本であるこ

とを念頭に置き、自治体の崇高な責務にもとづき、地方自治法第99条に

もとづく国に対する意見書を議決していただくよう請願するものです。 

紹 介 議 員 渡辺 恒、関口 直久 

付託委員会 総務委員会 

審 査 結 果  

 


